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道具名 用途 学年 種類 特徴 備考
げんのう・
かなづち
結合 小３・４図工 げんのう 釘の打ち込み時は平らな面，
打ち終わりは丸い面を使う。
肘を使って打ち込む。













小５・６図工 ラジオペンチ 先がとがっている。 小さいものもつかめる。
小５・６図工 ニッパー 針金も切れる。









小３・４図工 手びき糸のこぎり 曲線などを切りぬく。 替刃の取り付け方に注意す
る。
小５・６図工 電動糸のこ盤 曲線などを電動で切りぬく。 替刃の取り付け方に注意（向
きあり）
刃を下向きに取り付ける。
やすり 仕上げ 小５・６図工 平やすり 平面を仕上げる。 表面が平らになっている。
小５・６図工 半丸やすり 曲面を仕上げる。 片面が半丸になっている。
小５・６図工 紙やすり あら目用 40 番，仕上げ用
240 番を使う。
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学年 被験者 男女別 押さえ力（Ｎ） 送り力（Ｎ）
６ Ａ 男 17.6 8.8
６ Ｂ 男 7.4 2.9
５ Ｃ 男 14.7 16.2
６ Ｄ 男 13.2 2.9




















































































学年 被験者 男女別 押さえ力（Ｎ） 送り力（Ｎ）
３ a 男 4.4 5.9
３ b 男 16.2 8.8
３ c 男 3.7 2.9
３ d 男 11.8 5.9
３ e 男 8.8 2.9
３ f 男 7.4 1.5
小学校におけるものづくり教育の実践
− 95 −
切るかで加工精度に関する考え方を身につけること
ができた。今回用いた電動糸のこ盤ののこ刃の加工
スピードは一定としたが，刃の加工スピードを上手
にコントロールして加工することで，さらなる加工
に関する精度を上げることが期待できる。このこと
は，授業後に小学校児童から出た率直な感想である。
　工作時の道具・工具，機械に関する情報は，デー
タベースの構築で，児童，生徒にとっても利用しや
すくなった。とくに，電動糸のこ盤を使う前には，
安全作業の確認もあり，上手につくるための工夫な
ど，オンラインで科学的に学習することが可能にな
った。リンク情報として導入した板材を押さえる力
加減の情報は，実際には，のこ刃の加工スピードと
関係し，これらを上手にコントロールすることで，
さらなる加工精度の向上を目指すことも可能である
ことが理解できた。このことこそ，中学校での技術・
家庭科技術分野におけるものづくりの論理的思考力
の育成につながると考えている。
６．結　言
　本研究では，中学校へのつながりを考慮した小学
校におけるものづくり教育の実践に関する研究を行
い，その結果は次のようにまとめられる。
⑴ 　児童の発達段階に応じた，中学校につながるも
のづくり学習を実践していく中で，電動糸のこ盤
による組み木製作に焦点をあて，ものづくり学習
のモデルを構築した。
⑵ 　道具・機械類を上手に活用するための専用のデ
ータベースを構築し，授業実践に生かすことで，も
のづくりを上手に実施するための道具・機械類の
しくみと使い方を論理的に理解することができた。
⑶ 　授業実践を通して，寸法精度よく正確にものづ
くりを実施するためには，加工時に板材を押さえ
る力加減等，作業条件の設定も大切になってくる
ことに気づき，ものづくりの論理的思考力の向上
につながった。
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